
青森明の星高校 英語科アメリカ修学旅行レポート⑥ 

 

■１２月６日（金） 

 

 本日で語学学校でのレッスンも最終日です。登校して元気に「Good morning！」と挨拶

を交わした次の一言目が「帰りたくない！」だった生徒たち。カリフォルニアらしく暖か

い陽射しにも恵まれ、残り短い英語レッスンを受けてきました。 

 お昼が近くなった頃、授業がいつもより早めに終了となり、明の星の生徒たち以外にも

沢山の研修最終日の学生たちもいて、明の星生も加わった修了生のためのフェアウエルパ

ーティが開催されました。ひとりひとり修了証を受け取り、短い期間ながら交流したクラ

スメイトとお別れを交わしていきます。そして明の星生を受け持っていてくれた先生が今

月誕生日を迎えたそうで、他のクラスの生徒がサプライズでバースデーケーキを用意して

いました。アメリカらしいカラフルなチョコレートケーキが振る舞われ、生徒たちも食べ

ましたが、あまりの甘さに完食ならず... 

 ランチの後は、カリフォルニア大学アーバイン校へ大学見学です。ロサンゼルスのダウ

ンタウンから車で１時間ほどの距離ですが、アメリカで最も安全で治安の良い街として知

られており、スポーツが盛んな大学や高校も周辺に多い地域です。日本でも大学が所有す

るカリキュラムの豊富さやIT系の専攻が強いことで人気の留学先のひとつになっています。 

しかし、大学に着いてから大雨に！アメリカの大学は敷地が広く、キャンパスを見るには

外を歩かなければなりません。今日は朝がとても天気の良い日だったため傘を持っている

生徒もおらず、残念ですが駆け足での大学見学となりました。 

 その後は、屋内で過ごせる場所を求めて、サウス・コースト・プラザのショッピングモ

ールへ。西海岸最大級の敷地と店舗をもつモールです。あまりに広すぎて、１時間半ほど

のショッピング時間では目的のお店を探し出せなかった生徒たちもいたようです。クリス

マスが近いことでモールの中には日本では見れないくらいの大きなクリスマスツリーもあ

りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


